
第18回（Part1）では、女性の感性を生かした商
品開発商品の変遷と再燃している現状をお伝えし
ました。
　今回のPart2は、以下の2点に関してお話しし
ます。
①�女性の感性を生かした商品開発は本当にできる
のか？
②できるとしたなら、成功のポイントは？

■商品開発における女性の感性のメリット／デメリット
　女性の購入関与度や利用度が高い商品の開発に
おいては、女性が開発プロジェクトに参画する場
面が増えていますが、プロジェクト内での女性の
役割は必ずしも明確ではありません。ここで、改
めて、女性の特性を表1にまとめてみました。
　特性を集約すれば、女性が、組織に捉われず、
技術も意識しないことで生まれる自由な発想は貴
重であるものの、具体的な仕様に落とし込めず、
結果アイデア倒れに終わってしまうことが多いと
言うことです。

■商品開発における女性の真価は？
　この高いハードルを乗り越えるには、一見突飛
と映る女性の自由な発想、アイデアを、既存の技
術とビジネスモデルのロジックに“丁寧に翻訳す
る作業”、それを担う体制が求められます。この
翻訳作業は、やや大げさですが、今までの商品開
発にはなかった未知、異次元への跳躍です。
　女性が開発に関わっても、この作業を疎かにし
たまま開発を進行した場合、開発プロジェクトの
頓挫や、中途半端な商品開発に至る危険性大です。
　もろ刃の剣である女性の商品開発ですが、5つ
の特性を吟味頂ければおわかりのとおり、商品開
発において女性の感性が活きる場面は、機能など
のハードよりも、コンセプトやニーズ、シーンな
どのソフトに優位性があります。つまり、新たな
視点で商品の入口であるコンセプトと出口の価値

（ニーズ）を押さえる点に、進化が発揮されます。

■女性開発の最大の課題は？
　女性の商品開発における落とし穴、成功のポイ
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「マーケティングの出番ですか？」と題し

て、主に、モノづくり企業で製品開発、

生産に従事される技術者の方々を対象

に、お仕事に “役立つ”、“必要な”、そし

て “面白い” マーケティング関連情報、知

識、事例、最新トピック等を幅広くご紹

介させて頂きます。

マーケティングの出番ですか？
連載

特性 メリット デメリット

1．組織を意識しない 市場や自社の状況等、既存の枠組みに捉
われずに、身近な生活から発想する。

自社のリソースが活きない、また原価も
見合わないと、消費者的な発想に見えて
しまう。

2．手段に捉われない
技術に捉われずに発想するので、異なっ
た開発アプローチやニーズの解釈を発見
できる場合がある。

技術を知らず、素人の域を脱していない
ので、手段にまで落とし込めない。

3．読み取る力
エモーショナルな要素を読み取る力があ
るので、技術優位では無く責め込めるポ
イントが発見できる。

ロジックに落とし込めないので、経営者
や技術者が理解できない。

4．ゴール設定 商品開発のゴール設定を、人がしあわせ
になることに置いて発想する。

社内の都合や必要悪を受け入れにくいた
め、理想論で終わってしまい、実現性に
乏しい。

5．一人称化スキル
共感する力が強いので、使っている人の
気持ちを自分の事のように想像できるた
め、ユーザー意識をしっかり組み込むこ
とができる。

女性が関与の少ない商品だと、発想に限
界が生じる。（B to B商材、男性用や特
殊なユーザーの商品）

表1．女性の商品開発における5つの特性
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ントをご説明してきましたが、最後に、成否を決
める最大の課題として、彼女らが「本気で商品を
作る気があるかどうか！」についてお話します。
　当たり前ですが、男性、女性に関わらず、やら
され感や、他人事と思っているメンバーがいる限
り、良い商品は生まれません。女性の開発プロジ
ェクトは、往々にて社内のメインストリーム（主
力事業）ではなく、良いものが出れば‘見つけモ
ノ的発想’で扱われがちであり、彼女らの意欲を
高めるものではありません。また、たとえ良い商
品を作り出しても、主力部署からは「素人が何を
言っているのだ！」と批判され、過少評価されが
ちです。加えて、女性主体のプロジェクトは、通
常業務を抱えたまま兼務で召集されることも多
く、各メンバーの負荷バランスも異なり、プロジ
ェクトチーム内の意思統一、コミュニケーション
も容易ではありません。

■女性開発の合言葉、これ！
　未だ逆境下、前途多難な女性開発プロジェクト
が多く見受けられますが、筆者自身が前職で叩き
込まれた3つの言葉を、開発プロジェクトを担う
立場にある彼女らに、成功への期待を込めてお伝
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えします。

① 敵は社内にはいない、向かうべきは市
場である
②�噂や批判に惑わされない、おしゃべり
はマーケターの敵
③ おてんとうさまは、ちゃんとあなたを
見ています
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